
日本三景 天 橋 立

特別名勝「天橋立」は、白砂青松の地として古くから日本三景の一つに数えられています。
平成１７年度において天橋立を未来に継承していくことを目的として設立された「天橋立公園

の松並木と利用を考える会」において、松並木の保存育成と公園の利活用及びそれを維持させ
る仕組みづくりについての検討がされました。

平成１８年度においては、この結果を受けて、松並木の保全作業として従来の松枯れ対策で
取り組んでいる薬剤散布の他に腐植土の除去などの新しい作業についても、地域との協働の
中で実験的に取り組む予定であります。

◎事業概要
（松枯れ対策）
H13～H15 ◎「天橋立公園松枯れ対策検討会」（学識経験者・関係機関）を設置

専門家及び関係機関による松枯れの原因及び対策の検討を実施
○樹幹注入・薬剤散布（薬剤散布用ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設置）・伐倒駆除の実施

H16～H17 従前の方法に加えて、ラジコンヘリによる薬剤散布を実施
⑯事業費10,000千円 ⑰事業費14,000千円
◎Ｈ１７「天橋立公園の松並木と利用を考える会」（学識経験者・地元団体等）
を設置

H18 Ｈ１７までの薬剤散布方法に加えて、腐植土除去などを実施
⑱事業10,000千円

◎事業効果
○白砂青松の保全を行うことにより、景観を保全し、次世代へ引き継いでいきます。
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